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O n  the Myrmecological-:I;auna of Tomogashima， Kii P.rov. with the， Description of 
N e w  Genus and N e w  Speci四 b y (KoyδHigh School M a s a o  A 2:u m aう
('Received fpr pubIication July. 25， 1949) 

支ク島はかつで由良要塞句} 部であっ? こ篤生物相の調査が由来なかったが、格職後要塞がな t な
っTこ:ので、 1948年.'，7月 4 日1: 9 月6・目、 19，49年 6.，F.J 2 5 E b三回調査在1アまし?こa 主;としτ沖の島で
採集をなオ示。地の島は艇の都合上戎囲¥ : : 譲る。、行路は和歌山懸加丸よ h艇で30分位:を要、します. "こ
の調査研究に種々便宜を具えられfこ紹介l貝類研究家伊藤恒、堂氏に対tしで厚〈御礼申し上げます。

戎にJ採集品によ F蟻類目録色・か、げます.
FamilyFI'ormicidae Stephens iH y m e n叩・〉
Subfamily f旦笠担笠 Lepeletier 1836 
Genus Sysphinc抱 Roger 1863 

ι1. SysphilJ.cta watasei Wheelero  1906 ワグ・セハサア F
海岸の陰擦な腐埴質J壌土にで採集す a この巣は個体設が少ないa 生活史時不明。沿布は本州・九肌

Genus ，Eupon町';:1 Forel 18!U 
2. Eupon町 a (Brach;[poneraうsolitaria Smith 1874 .  モオ町ノ、現ァ p
海岸堆積層等t c . ' 巣が多いρ 対岸より流木等によりA 布は正可能であるρ さき域に普通。

分布: 本州・ 1回図・九州

Genus Ponera La仕eille 1804 
3. p，O 悶 fa japodica var. .cruc坦 Santschi 1937 ?? 
松株の根際より発掘し官土中よち採集。 布本州

Subfami1y  Myrmicinae Lepeleti町 1836
Genus' Aphaenogaster M a y r  

4. AphamogasteEt也ttomyrmex) ， e却 oIitu宅A z u m a (sp. nov;)ー
ツ・ヤアγ ナダア9 . ( 新穂3

Genus :r?heidole Westwood 1841 t  
5. ，P.heidole nodus Smith 1784 オオズ伊カ 現 芳晴. ，粉I ' l・四圏・九州

Genus Crematogastet  Lund 1831 
6'. C四 matogaster ぞAcrocoeIiaうlaboriosaE. Smith 1874 

トピ ロジサヂグアリ 樫樹に活動せり

1) どの研究は文部省科学都究奨励費並びK M園法人辰馬育英会、の科学務究費陀' よってなーされたもので、と

2) 集一報は1948年9)3'12日j京都大津動物学教 に勺日本動物学会近畿支部例会民発表しまーした。
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1.. Grematogaster CPrthoc悶 nai) subsp. Q盟主型車 Forel 却06
キイロシサアダア現 模式産地: 大阪。去を域1:::普通

Genus Monomorium Mayr. 1855 
-8. Monomorium trivia:1i.s Wheeler 1906 キイロヒメア H 牙布: 本川。四囲

9. Monomorium nippo喧lense Wheeler 却06 ヒメアリ 分布: 本州・四圏、九州

Genus P.ristomyrmex M a y r  1866 
10. P.ristomyrmex 但 .}pUIigen.s Mayr. 1866 アミメア担 金域じ普通

Genus. Le'ー慰金生笠主主 M a:Y.T. 1855 
1.LeptothoraxtuL.) spinosior Forel 1901 . ハ現プトムネボ、 '7 1
2. congruus F. Smith 1874 ムネポソ7 9

G 色nus Tetramoriuni M a y r， 1855 

‘ 

13. TetramoriuD;l caespitum subsp・担盟主 W h印 l町 1928 トピ ロシザア賀 会域に極普遍

Genus StrumigeIiYs F. Smith 1860 
14. Strumig佃 ys (S仕umigenysうgodeffroyi var. lewisi Gamer，∞ 1邸7
ゥf コブ P 本71 ' 1 東北部を除き全域tご普通

G 巴nus P o l y h o m o a  A宅u m a (n. g.enus) 
5. P o l y h o m o a  itoi A 写u m a1!)29 日149 トウザロコ' 7 9 (n・叩. ) 伊藤恒堂氏探集oj新属
新種、の蟻分布: 本州・九州

1i) 夢蛤為 No. 30， p. 26 G1948) に Strumigem泡 (Gephalox;ys) itoi 
種である a

2) 宝探尋議舘報、第61:号、 p. 10 G1949) 参照のこと。

， 
SubfamiIy  D oIichoderina.e Fぽ el 18河
Genus Iridomyrme:x M a y r  1862 

6. 1ridomyrmex itoi Forel 1900 ルすア B 普通趨

Genus P.'aratrechina Motschulsky 1863 
.17. P.aratrechina GNylanderia') 宜avipes F: Smith 1874 アメイロア P 全域に垣めち普通

SubfamiIy  F，'ormicinaeL句 eletier
Genus Lasius Fabricius 1804 

18. Lasius (Ghthonolasius)flavus var. niyops F o四 1 18θ4 ヒメトピイロキア 9 ( 和名新稀〉
. 分布本州・九j'l'j ・欧州・北米3・シペ 9'7

19. Lasius nig町 sribsp. nige士Linnaeus 1758 トピ ロケア現 金域に普遍

Genus F，ぽmicaLinnaeus 1758 
:20. B'ormica CServiformi倒 fusca subs払 fusca var. 回 onic主Motschulsky 1866 

ロヤマア P 分布: Iヨ体釜域・蒙古・朝鮮・樺太
Genus 、Ga:mponotus M a y r  1861 、

"21. C担 Ponotus (Gamponotus) japonicus.Mayr 1866 クロオ灯 P 分布: 日本会域・支

那t・ピルマ・執鮮・フイ習ツ1 : : " ; : ; - -
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崎弘

22. Camponotus (Myrmamblys) tokioensi.8 Ito  1912 ' 0 7 メマアオ7 アリ
分布: 本j十lι・四園・九州

要約

は24種白文献による淡路島の既知種は 8種 Q再調査を要ず) 上記を比較すると? 友ケ島は若走路島ど和

歌山加太の路湾中聞に地域をii5めるが、蟻類の牙布よりょ考察す、ると抜タ島は和歌山懸の行政区割に
属す，べ告で. 、で度現在の行政区劃と一致するのを興味深〈思トます。

新麗新種の記載，

Genus P o l y h o m o a  A z u m a  (n. genus) 
模式種 空olyhomoa itoi A z u m a  (n. sp.) 
標徴 : 寅褐色~ 汚黄色

触角 6節 : scape 0.3.mm 内外、鞭簡 0funiculus) O.5mm 内外、ぞの末端c 1ava最も長い。
頭部前面現では絡々包角形~ 歪三河形、後頭部中央iご深い替入がある Q 側面認では倒卵形、略沖

中央lご触角をはめ込:ty陪入部ある。複眼は陥入部後方の gena 側iごIJ、さ〈存在する Q 単眼なしα

mandible 先端内面に小さな歯を多〈もつρ 基部はc 1ypeus にでおb われで、いる。c 1ypeus 麗 {
路円形。 frontal area は略々三角形。 frontal suture は明瞭。 frontal carina は内聞に聾践し
で後頭部につ. ' : : <、 occiput 中央深{ 轡入する a 頭部全面に徴毛散生し粗陪: 胸部側面観は頭部よ

か大きい¥ prpnotum C話胸脊板う z著し< ¥ 隆起し、区IIJ現瞭、 mesonotum と metanotum 区割弼
瞭でない、中胸脊板の幅誌も賢い。蚕買に徴毛粗生、光沢も多少ある。 epinotaI・spine は後方に
向つで微かに存在する"

petiole の後棒及び post-petiole の後縁及び鹿側にわたっで海綿肢の物質を悶着しでいる特性
は strumigeny's 属に似る。

gaster 強〈光沢あり、汚黄色の軟毛色散在する。

Strumigenys 属 Eは mandible の構遣になっで区別出来る g Cephaloxys 
亜局とは頭部の構遣によって4 又 Polyhomoa 属は某内の個体数数百-1000頭にも及ぷ、多数の
集圏であるこ k は興味深い。因みに‘近似属は個体数100以内である@
最初の発見地は友?r協の沖 島で、伊藤恒堂氏持集

4・VII-1948 クロマヴ摺株よ b捕集らされ?こ。
共後に発見された場所乞あげれば

カ日太淡島神置士 号 7・IX-1948 筆者採集
幅岡l孫立花!お 6-VI・1948 三枝浩氏採集
日高郡由良町水越| 時モ130m) 5・IV-1949 筆者採集

衣奈村衣奈 (5m) 及び三尾J l I 5-V  -1949 後藤{ 申氏採集

街、本年 6 月25臼友タ島にでー松の朽株の営巣を持層っち飼育しで多数の合、平の成化 (20幡 VII-
1949) を見ましたρ 今後生活史の研究iこ汲eんでいる。

以上
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Polyhomoa itoi A z u m a  →一

E原 図3
側面図波ぴ頭部前面図 (de1. M .  A z u m aう

圃..............・・・・・・・・...........'・，・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・.・.....， 

動物議競標本製作法

渡 辺 保 信

匂'3 回全日持て生物学大会は昨年紳戸市諏訪山 J、学校で開かれました。ぞの時第12 日の研究発表で
‘ 

の発表は会誌上i C 出ましょう'iJ>J  
じました。それで本誌l三載せました次第です。

さで発明の勤機から申じ土げて ましょう。古い麦藁帽子の洗濯をするつもりで描マγガン酸加

里溶液匙歯グラシで使いました' 所、翌日みますと、毛の‘部分73り全部主け: ずありませんでした。苛
性カH虫色水にと! かし1::.液が: コツ。に- あった時、自去を- Q f ! 持つで来7三生徒がありました。ぞの時殺す
つも で、その液に入れた所

‘方法

すe苛性、戸グの液、 5フ。ロ:かち 20 プロ主主の溶液乞作び動物の大小により各種の液に数分より 5

時間位迄浸す時は今透明となる。ぞの時， .  

のグ 1 セリシに主対しで 5一日程E位伊オルマリ 2ンを加えi7 G 貯競すれば槙本土 る事が出来ます。苛性

ソ{ 守の濃厚液¥2長時間浸しで置< 1:: 魚なぎは鰭が静け; : G 無〈なる心酷炉あるから注意を要す。勤

脹静脈の血管i三味液や群青液をL注射、しで後lご透観標本・とすれ4ぱ解剖標本日優る自鎮の位置¢内臓が

見られるよい標本、E る快事が出来ます Q 蛇なざは皮・を剥いでから作り魚類は鱗を kつでから標本を

るこ bが出来ます。苛性ソー やで宇透明となっTこものを水やアJレコ・戸ルに入れると不透明となって

から何色も去われぬ、私は式lE，10年頃lご発見しも今日記研究を続けでいる b
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